
平成26年６月19日 

 

幕別町議会議長 古川 稔 様 

総務文教常任委員長 前川 雅志 

 

所管事務調査報告書 

本委員会において、次のとおり所管事務調査を終了したので、会議規則第77

条の規定により報告します。 

記 

１ 企画室、土木課、教育委員会に関する事項 

⑴ 調査期日 平成26年４月18日（１日間） 

⑵ 出席委員 会議規則第71条による総務文教常任委員会及び産業建設常

任委員会の連合審査会 

前川 雅志、田口  純文、乾 、中橋 友子 

（総務文教常任委員５人） 

藤原 孟、成田 年雄、藤谷 謹至、岡本 眞利子、牧野 茂 

敏、野原 惠子（産業建設常任委員６人） 

 古川 稔議長、千葉 幹雄副議長 

⑶ 欠席委員 芳滝 仁 

⑷ 調査内容 パークゴルフ振興のための情報発信やパークゴルフ場の管

理のあり方等について、幕別町パークゴルフ協会（会長 浦

氏 出席者14人）と意見交換を行った。 

 

 

 

 

 



電子黒板を活用した授業（５年生） 実物投影機を活用した授業（２年生） 

２ 教育委員会に関する事項（学校教育課、図書館、生涯学習課） 

⑴ 調査期日  平成26年５月19日（１日間） 

⑵ 参加委員  前川 雅志、小川 純文、乾 、芳滝 仁、中橋 友子 

（以上５人） 

⑶ 欠席委員   田口  

⑷ 調査内容    

① 学校教育におけるICT
※

機器の活用と今後のあり方について 

2020年までに学校に１人１台の情報端末機を導入する閣議決定がされ

たことを受け、白人小学校の６年生（国語）、５年生（外国語）、２年生（算

数）のICT機器を活用した授業について参観し、今後のあり方や課題等につ

いて調査を行った。  

ICT：情報通信技術（Information and Communication Technologyの略） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「まくべつ教育の日」について 

   町の教育の充実と発展を町民が関心を持ち、全体で取り組むことを目的

に平成17年度から始まった「まくべつ教育の日」の実態及び効果等につい

て調査を行った。 



③ 図書館システムについて 

  平成25年度に更新を行った図書館システム（カメレオンコード）による

蔵書管理の状況及び図書館ホームページの更新等について調査を行った。 

 

④ 第５次幕別町生涯学習中期計画について 

  生涯学習施策の今後５カ年間（平成26年度～平成30年度）の計画を示し

た当該計画について、町民意識調査や生涯学習中期計画策定審議会での審

議等、策定経過や計画内容等について調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成26年６月19日 

 

幕別町議会議長 古川 稔 様 

 

民生常任委員長  谷口 和弥 

 

所管事務調査報告書 

本委員会において、次のとおり所管事務調査を終了したので、会議規則第77

条の規定により報告します。 

記 

１ 民生部に関する事項（保健課、福祉課） 

⑴ 調査期日 平成26年４月25日（１日間） 

⑵ 出席委員 谷口 和弥、東口 隆弘、寺林 俊幸、小島 智恵、増田 武夫、

千葉 幹雄（以上６人） 

⑶ 欠席委員 斉藤 喜志雄 

⑷ 調査内容  

 ① 高齢者福祉について 

  高齢者福祉ビジョン2012の計画に対する進捗状況及び第６期介護保険計

画の策定について調査を行った。 

  また、介護サービスの基盤整備状況及び施設の利用状況等について現地

調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ② 地域サロンについて 

  地域のボランティア等が主体となって自主的に運営している地域サロン

の活動状況や活動助成金等の町の支援について調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 道内先進事例行政視察について 

⑴ 視察期日  平成26年５月15日、16日（２日間） 

⑵ 出席委員  谷口 和弥、東口 隆弘、寺林 俊幸、小島 智恵、増田 武夫、

千葉 幹雄 (以上６人） 

 ⑶ 視察項目及び視察先等   

  [「ウェルシーランド構想」「健康づくりの拠点である体育施設について」] 

① 視察日及び視察先   

平成26年５月15日㈭  伊達市役所・総合体育館あかつき（室内プール） 

   視察先対応者 伊達市議会議長・寺島 徹氏 

          伊達市議会事務局長・佐藤 之宣氏 

          伊達市企画財政部企画課長・石澤 高幸氏 

          伊達市教育委員会教育部生涯学習推進課長・石 秀隆氏 

                                他２人 

  ② 目的 

㋐ 少子高齢化が進む中で、高齢者が安心・安全に暮らせるまちづくり

を進めるとともに、高齢者ニーズに応える新たな生活産業を創出し、

平成 25 年４月に設立された「あかしやサロン」（代表者  
岡田 ミヨ子氏、角田 尚氏）の活動状況を視察 



働く人達の雇用を促進して、豊かで快適なまちづくりを目指す取り組

みである、「伊達ウェルシーランド構想」について学ぶ。 

㋑ 伊達市では一昨年には総合体育館、昨年には人工芝サッカー場・パ

ークゴルフ場、さらにこの春には、トレーニング室と温水プールをオー

プンさせている。「健康」を柱にした街づくりについて学び、温水プー

ル施設を見学する。  

③ 視察内容 

㋐ 伊達市役所議会第１会                    

議室にて、ＴＶ局が報道用

に作成した「伊達ウェルシ

ーランド構想」を紹介する

ビデオを上映の後、資料に

基づき担当者から「安心・

安全の住みよいまち“伊

達”」をめざして、官民協働で「移住・定住の促進」に取り組んでいる

事業であることなど説明を受けた。 

例１：「伊達ウェルシーランド構想プロジェクト研究会」事務局…伊達市・伊達信

用金庫・ＮＴＴデータ経営研究所 

例２：「豊かなまち創出協議会」事務局…伊達市・伊達信用金庫・伊達商工会議所 

例３：「安心ハウス」事業（２棟65戸）…市の独自基準を満たした良質な高齢者向

け住宅を民間活力により普及促進。 

例４：「優良田園住宅（田園せきない、全53区画）」事業  など 

㋑ 「総合公園だて歴史の杜」                   

敷地内にある総合体育館に移

動し、研修室で施設運営に関わ

る説明を受けた後、総合体育館、

トレーニング室、室内プールの

順に施設内を視察した。 

「総合公園」が、平常時は市                  

民の憩い、文化・スポーツ活動

の交流の場であること、有珠山



噴火災害、地震・大規模災害時においては防災拠点として整備されて

いることなど説明を受けた。たとえば、総合体育館のメインアリーナ

は避難者の生活スペース（600人想定）、サブアリーナは救援物資の保

管スペース、室内プールは耐震性貯水槽（避難者のトイレ排水用雑用

水）として活用される。 

また、総合体育館や室内プールの事業計画は、ベビーから高齢者の

介護予防まで幅広い内容で定期的に教室等が開講されることになって

おり、施設の有効利用といった点や、自治体の住民の健康増進・維持

に向けた取り組みといった点についても大変参考になるものであった。 

 

[ふくしのまちづくり勉強会の経過・内容] 

① 視察日及び視察先   

平成26年５月16日㈮  当別町役場・社会福祉法人ゆうゆう（２施設） 

   視察先対応者 当別町議会議長・髙谷 茂氏 

          当別町議会事務局長・滝本 隆志氏 

当別町福祉部長・高橋 通氏 

当別町福祉部福祉課長・高取 真由美氏 

社会福祉法人ゆうゆう事務局長・小西 力氏 

  ② 目的 

㋐ 地域住民の福祉力を向上することを達成するために、実行委員会組

織で開催されてきている「当別町でのふくしのまちづくり勉強会」に

ついて学ぶ。 

㋑ 「当別町でのふくしのまちづくり勉強会」実行委員会の事務局を担

っている「社会福祉法人ゆうゆう」の施設見学を行い、法人の理念・

活動内容について学ぶ。     

  ③ 視察内容 

㋐ 当別町役場２階議員控室                   

において「まちづくり勉強会」

の趣旨と目的、活動経過につい



て視察を行った。「まちづくり勉強会」の実行委員会や、町内のボラン

ティア活動に、町内にある大学（現：日本医療大学）の学生たちが大

きな役割を担ってきている。その大学のＯＢが中心となって設立され

た社会福祉法人が「まちづくり勉強会」の事務局を担い、商工会、医

療・福祉団体など様々な分野におよぶ12団体と町が、町民に啓蒙活動

を行っていることなど説明を受けた。 

  平成21年度（2009年度）に

勉強会をスタートし、平成25

年度（2013年度）は３回シリ

ーズで実施。2015年度からの

介護保険制度の見直しをテ

ーマにした勉強会では町民

約130人が参加して行われて

おり、地域包括システム構築

へ向けた提言を共有する機会となったとの説明を受けた。 

㋑ 「社会福祉法人ゆうゆう」と同一グループである「ＮＰＯ法人ノー

マライゼーションセンターにょきにょき」が、「共生型基盤整備事業」

を利用して運営する「共生型地域オープンサロンガーデン」（障がい者

の就労活動に関する事業所）と「共生型地域福祉ターミナルみんなの

うた」（障がい者の外出支援・訪問介護の事業所）の２施設を視察した。 

 

                               



平成26年６月19日 

 

幕別町議会議長 古川 稔 様 

 

産業建設常任委員長 藤原 孟 

 

所管事務調査報告書 

本委員会において、次のとおり所管事務調査を終了したので、会議規則第77

条の規定により報告します。 

記 

１ 企画室、土木課、教育委員会に関する事項 

⑴ 調査期日 平成26年４月18日（１日間） 

⑵ 出席委員 会議規則第71条による総務文教常任委員会及び産業建設常 

任委員会の連合審査会 

藤原 孟、成田 年雄、藤谷 謹至、岡本 眞利子、牧野 茂敏、

野原 惠子（産業建設常任委員６人） 

前川 雅志、田口 小川 純文、乾  、中橋 友子 

（総務文教常任委員５人 欠席：芳滝 仁） 

 古川 稔議長、千葉 幹雄副議長 

⑶ 調査内容 パークゴルフ振興のための情報発信やパークゴルフ場の管

理のあり方等について、幕別町パークゴルフ協会（会長 浦

田  出席者14人）と意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 



２ 忠類総合支所に関する事項（経済建設課） 

⑴ 調査期日 平成26年５月26日（１日間） 

⑵ 出席委員 藤原 孟、藤谷 謹至、牧野 茂敏、岡本 眞利子、野原 惠子 

（以上５人） 

⑶ 欠席委員 成田 年雄 

⑷ 調査内容  

 ① 忠類地域におけるパークゴルフ場の管理等について 

  チャンピオンコース及びファミリーコースの管理運営状況について現地

も含め調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② ナウマン公園キャンプ場の管理等について 

  キャンプ場利用者が排出するゴミの実態と課題について調査を行った。

また、一部の利用者により水を流しっぱなしにしているなどの対応のた 

め、公園内水道施設改修の状況について調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンを押すと一定時間のみ流れるフラッシュバルブ式
の蛇口に交換された水道施設 



    

③ 帯広広尾自動車道建設工事等による道路補修について 

   高規格道路の運搬経路となっている町道の損傷状況及び修繕に対する対

応について調査を行った。 
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